
［果樹部門］ 

２．糖度の高い「シャインマスカット」生産のための適正着果量  

 

［要約］ 

「シャインマスカット」無加温栽培において、糖度18度以上の果実を生産するために

は、10ａ当たり約2.4ｔ以内が適正な着果量である。着果量が多くて成熟期である果粒軟

化７週後の糖度が18度以下の場合、収穫を遅らせると糖度上昇が見込めるが、果面障害

の発生が懸念される。 
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［背景・ねらい］ 

「シャインマスカット」は、岡山県が生産目標（果房重700g、果粒重15g以上、糖度18

度以上、10ａ当たり収量2.1～2.4ｔ）を示して推進しているが、施設栽培において着果過多

が原因と考えられる糖度不足が問題となっている。そこで、着果量と成熟期である果粒軟

化７週後の果実糖度との関係から着果量の適正水準を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ガラス室無加温栽培の葉面積指数（ＬＡＩ）が2.2～3.0の標準的な４樹について、３か

年（樹齢４～６年生）の着果量、果房重及び果粒重と成熟期である果粒軟化７週後の糖

度との関係を調査したところ、着果量が多いほど、糖度が低い傾向が認められる（表１、

表２）。  

２．着果量が10ａ当たり約2.4ｔを上回ると、成熟期である果粒軟化７週後の糖度は、18度

を下回る傾向が認められる（図１）。 

３．収穫を果粒軟化９週後まで遅らせると、糖度は上昇し、概ね18度を上回る（図１）。 

４．果面障害の発生は果粒軟化７週後以降に急増する（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「シャインマスカット」無加温栽培における着果管理に活用する。  

２．果房重が700～800gの場合、適正な着房数は10a当たり3,000房程度である。  

 



［具体的データ］ 

表１  供試樹の葉面積指数（ LAI）及び10ａ当たり

の着果量（ガラス室無加温栽培，2010～ 2012年） 

年次 樹１ 樹２ 樹３ 樹４

ＬＡＩ 2.2 2.4 2.2 2.6

着果量(t/10a) 2.0 2.4 1.8 1.9

ＬＡＩ 2.6 2.5 2.5 2.2

着果量(t/10a) 2.3 3.9 2.4 3.5

ＬＡＩ 2.8 3.0 2.8 2.6

着果量(t/10a) 2.8 3.8 2.7 3.5

2010年

2011年

2012年
 

 

表２  「シャインマスカット」における着果量、

果房重及び果粒重と成熟期である果粒軟

化７週後の糖度との関係（ガラス室無加温

栽培， 2010～ 2012年）  

糖度との相関z

果粒重 12.2 ～17.4 (g) -0.482 ns

果房重 578 ～ 777 (g) -0.127 ns

着果量 1.8 ～ 3.9 (t/10a) -0.845 ＊

z 各要因と糖度の相関係数について*は有意（p<0.001）nsは有

意でない（p<0.05）ことを示す(4樹3か年,n=12）
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図１ 「シャインマスカット」ガラス室

無加温栽培における着果量と果実

糖度との関係（ 2010～ 2012年）  
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図２ 「シャインマスカット」ガラス

室無加温栽培における果面障

害発生率の経時的変化（ 2010年） 
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